
伊豆市議会 議員定数などに関するアンケート回答用紙 

Q1 回答者について 

性 別 ☐男 性 ☐女 性   ※ 自由記述 

年 齢 ☐10 代 ☐20 代 ☐30 代 ☐40 代 ☐50 代 ☐60 代 ☐70 代以上 

お住まい ☐修善寺地区 ☐土肥地区 ☐天城湯ケ島地区 ☐中伊豆地区 ☐その他 

ご職業 ☐主婦 ☐会社員 ☐公務員 ☐自営業 ☐学生 ☐パート ☐その他 

Q2 あなたは、議会の活動・議会の役割に関心がありますか。 

 □関心がある  □少し関心がある  □関心がない   

Q3 相談や要望、会話をしたりする議員はいますか。 

 □いない  □1 人  □2 人  □3 人  □4 人以上 

Q4 伊豆市議会の活動は、何で知りますか。（複数回答可） 

 □議会ホームページ  □ホームページの議会動画配信  □議会だより 

 □FMIS の放送（予定・一般質問） □市の情報メール  □新聞の記事 

 □議員から □その他（                       ） 

Q5 伊豆市議会の議員定数は 16 人ですが、どう思いますか。 

 □多くてもよい □現状でよい □少なくてよい □わからない 

 

※ 何人くらいの増減がよいか □1 人 □2 人 □3 人 □4 人以上 

Q6 あなたが議会に期待することは何ですか。（複数回答可） 

 □行政チェック □行政への政策提言 □市民との対話 □議員の資質向上 

□わかりやすい情報発信 □その他（                 ） 

Q7 その他、ご意見をご記入ください。 

 

FAX ０５５８−７２−９９０７ 

〜 ご協力ありがとうございました 〜 

FAX ０５５８ – ７２ – ９９０７ 



伊豆市議会 議員定数などに関するアンケートにご協力を 
 

 令和６年 11 月に議会議員の改選が予定されます。現在、議員定数は 16 人で、

2 つの常任委員会（各 8 人）により、伊豆市の予算・決算などの議案を審議してい

ます。みなさんのご意見を伺い、来期の議員定数の検討資料とさせていただきます

ので、アンケートにご協力をお願いします。 

議員定数について参考データ 

〇 近隣市町の人口、議員定数、財政規模等の比較 

市町名 Ｒ５.４.１人口 
議員 

定数 

議員一人当たり 

人口（人） 

令和３年度 

標準財政規模（千円） 

議員一人当たり 

標準財政規模（千円） 

三 島 市 １０６,７４０ ２２ ４８５１.８ ２２,９１８,６９６ １,０４１,７５９ 

熱 海 市 ３４,３０１ １５ ２２８６.７ １０,７４０,８４１ ７１６,０５６ 

伊 東 市 ６５,１６３ ２０ ３２５８.１ １６,７８６,８５５ ８３９,３４３ 

伊豆の国市 ４７,０９０ １７ ２７７０.０ １２,６０７,４５０ ７４１,６１５ 

伊 豆 市 ２８,５９７ １６ １７８７.３ １０,７７４,４７７ ６７３,４０５ 

下 田 市 １９,９６３ １３ １５３５.６ ６,７３５,２２４ ５１８,０９４ 

函 南 町 ３６,４７３ １６ ２２７９.５ ８,４８３,２４３ ５３０,２０２ 

〇 伊豆市議会議員選挙時の定数と立候補数等の推移（Ｈ24.７〜 外国人含人口／単位:人） 

投票日 議員定数 立候補者数 当日有権者数 直近３月末人口 議員１人当たり人口 

Ｈ16.４.１ （５８） 在任特例 ― ３７,８６９ ６５２.９ 

Ｈ16.10.24 ２６ ２９ ３１,００９ ３７,８６９ １４５６.５ 

Ｈ20.10.19 ２０ ２２ ３０,２７５ ３６,４４１ １８２２.０ 

Ｈ24.10.21 １６ ２２ ２８,８５５ ３４,２２８ ２１３９.２ 

Ｈ28.10.23 １６ １９ ２７,９０６ ３２,０７０ ２００４.３ 

Ｒ２.10.18 １６ １８ ２６,３２１ ３０,０３６ １８７７.２ 

〇議員定数削減の論点の一例 

 

募集期間  令和５年１２月末から 令和６年３月１５日まで 

提出方法  ① ホームページの電子申請から                 

        https://www.city.izu.shizuoka.jp/shiseijoho/4/4771.html       

            ② FAX ０５５８—７２—９９０７ 

      ③ 郵送・持参 〒410-2413 伊豆市小立野 38-2 

伊豆市役所 2 階 議会事務局（平日 8 : 30〜17 : 00 のみ受付） 

お問合せ  ℡ ０５５８—７２—９９０６ 議会事務局まで 

削減のメリット 削減のデメリット 

議員定数を減らしても議会機能が維持できる範囲で

ある。 

有識者の意見は常任委員会７人（現在８人）で十分機

能できる（２委員会で１４人）。 

自治体規模と人口減少に議員数も対応 

議員の成り手不足対応と無投票選挙を回避 

行政に対する批判・監視の機能が低下 

多様な民意が反映さない。 

政策提言機能や議会活動への関心が低下 

一般会計の議会費の割合は少なく、行政のスリム化と

議会のスリム化は異なる。 


